
















人間と同じように2 足歩行するヒューマノイ ドロボッ トが
出現したことによって， 日常的場面で人間と密に相互作用
する「相手」としてのロボッ トの役割が浮上してきた．







こう した背景にあって， 我々は， 他者理解の研究として，
「乳児はロボッ トをどう捉えるのか？」／「乳児はヒ トとロ
ボッ トをどう区別するのか？」 という視点からの研究を行っ












































図 1　Robovie と人間の相互作用場面8 9
図 2は， 実験結果の一部をグラフで示したものである．
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図 2　実験結果（各条件におけるロボットと人への注視時間）
図 3　NIRS を用いた乳児の脳活動計測